
2016-2017年微生物学講座クリニカルクラークシップ（クリクラ） 

 

教員：角田郁生教授が主に担当、藤田貢准教授は教授不在の時に数週を担当、朴雅美講師、

佐藤文孝助教、尾村誠一助教は特別セミナーなどを担当（随時、国際学会の英語発表などの

リハーサルを紹介）、崎山奈美江実験助手はスライド・プロジェクターを担当 

 

教育目標：感染症と免疫関連疾患の国家試験問題の過去問題の中から、自ら課題を見つけ、

自己学習し、問題解決の過程と結果をグループの他のメンバーに解説する（アクティブ・タ

ーニング）。これにより、早期に学生が国家試験勉強会を開始するモチベーションとなるこ

とを期待する。近畿大学医学部国際化の一環として、米国臨床医学留学に必要なシステムと

米国医師国家試験問題 USMLE を紹介する。他に、感染症の動画などで（Kuru をはじめと

する遅発ウイルス感染症、狂犬病、クループ、急性喉頭蓋炎）、生きた感染症学を紹介し、

医学生の学習意欲の向上をはかる。。 

 

教科書：110 回医師国家試験問題解説書（各自、出席学生は、あらかじめ医学評論社かメデ

ッィクメディアのものを購入しておく）。シンプル微生物学。 

「病気がみえる vol 6 免疫・膠原病・感染症」は国家試験対策に優れているが、購入は各

自の判断とする。 

 

 

月曜日 13：00 医師国家試験過去 4年分問題（第 109 回＝2015 年―106回＝2012 年）と

解答を配布。学生は火曜から金曜の各２時間の講義時間（合計 8 時間）のうち、一人約 2 時

間、国家試験問題の解説を行う。学生は上記の国家試験問題から各自、一週間で学習・発表

する問題を自ら選ぶ（２時間で説明できる分：10 題程度）。選んだ問題は、グループの他の

２人のメンバーと重複しないように学生間で調整する。問題の選び方は自由。たとえば、直

前に試験が控えている学科のみを行ってもよい。あるいは自分の弱点・得意分野の問題を集

中的に選んでもよい（たとえば、公衆衛生の問題、抗生物質、食中毒、などの問題だけを集

めてやってもよい）。特に過去二回分 109 回と 108 回の問題から選択することが薦められ

る。類題を選定するのに、クエスチョンバンク（QB）を使用してもよいが、その際も、解

説は、QB のものに補足したものを各自作成する（QB の解説は、例年のデッィクメディア

のものを集めたものに過ぎないので）。希望者は、米国の国家試験 USMLE 問題集 PreTest 

Microbiology、 BRC (Board Review Series) Microbiology and Immunology から問題を選ん

でもよい。この場合は、同問題集の問題１０問程度の和訳と解説をする。 

  

  



解説プリントの作成 

 2016 年クリクラの中で優れたプリントを作成した小田部真美さん、松本元二郎さん、

水野一秀さんのプリントの一部を参考例として以下に添付する 

 国家試験の問題の解説プリントを作ることによって、国家試験の勉強会の準備となる

ことが期待できる。 

 プリントには、学籍番号、日付、名前を記入する。 

 問題を回答するときは、シンプル微生物学の該当ページをプリントに記載する。このこ

とによって、基礎で体系的に学習した微生物学の知識を国家試験に応用できることが

期待される。また USMLE Step 1 の対策となることも期待できる。 

 プリントは手書きでも、タイプしてもよい。また、教科書などの図や本文、参考文献を

そのまま使用してもよいし、自分で独自に表などを作成してもよい。授業のノートやパ

ワーポイントを積極的に使用することが薦められる。 

 回答はパワーポイントを使用しても、動画を使用してもよい。 

 割り当てられた問題を離れて、関連疾患との比較を行ったり、関連分野をレビューして

もよい。自分で国家試験に出題が予想される（あるいは臨床の現場で直面すると予想さ

れる）トピックスを見つけ、自分で（あるいはグループ内、教員と）問題を解決してい

く（アクティブ・ラーニング）。また、MECなどの模擬試験の関連過去問からの問題を、

クリクラの時間に紹介し解説することも推奨される。 

 各プリントは、自分の分の他、３枚コピーを作成する（グループの他のメンバー用２部

と教員用一部）。コピー機械は微生物学教室のものを使用してもよいが、授業時間の前

にプリントの作成を終えておく。 

 カラーコピーが学習効果を高める場合は、カラーコピーを行う（微生物学教室で使用

可）。プリントを作る際は、カラーで字をタイプしてもよいし、カラー写真を使用して

もよい。 

 

 

火曜―金曜 10：00-12：00 

 各学生は、各自一日５題前後を詳解することが期待される。ただし、一つの問題にかけ

る時間に制限はない。１分でもいいし、一時間かけてもよい。長文問題で、ひとつの症

例に３題問題があるものは、３題とカウントする。一般問題も長文問題もそれぞれ１題

としてカウントする。 

 前日までに、翌日自分の割り当ての問題を約５題分、配布された解答で確認しながら勉

強し、解答が不十分な場合や、補足説明を要する部分をプリントとして作成する。 

 自分の割り当てでない問題は予習する必要はない。グループの他のメンバーが発表す

るときは、疑問な点があった場合は、積極的に質問し、当該問題を後に復讐する必要が

ないように、グループ全員が、その場で理解することを目標とする。担当者が質問に答



えられなかった場合は、翌日までに回答を調べてくることとする。 

 問題は、109 回から原則的に解答していくが、関連問題があれば、その都度、解答して

いく。グループの他のメンバーが自分の問題と関連問題を発表した場合、問題の出題順

に関わらず、関連問題として、続けて発表を行う。 

 

 

その他 注意事項 

 出席不能な場合は、事前に微生物学教室に連絡する。病欠の場合は、診断書ないしは、

校医（公衆衛生甲田勝康准教授）の印のある欠席届が必要（以下の添付資料参照）。病

院実習等を微生物学クリクラ履修中に希望するものは、あらかじめ事前の許可を必要

とする。無許可のものは欠席扱いとする。 

 文献検索や印刷が必要な場合は、微生物学教室のコンピュータは自由に使用できるも

のとする。 

 問題の解答の作成にあたっては、疑問の際には、微生物学以外の他科の教員にも積極的

に質問にいくことが薦められる（たとえばクリクラで過去にまわった各科）。 

 金曜日のクリクラ修了時点で、クリクラの感想を述べ、教員の評価を行う。教員は、学

生の評価に応えるべく、クリクラの講義内容の改善を目指す。 

 国家試験問題解説に加え、アメリカの医師国家試験である USMLE の紹介と問題の解

説、医学英語の発音・解説、アメリカの医学教育の紹介も行い、国際的視野を養う。 

 臨時的に、微生物学の最新分野のプレゼンテーションや、微生物学の基礎研究、医局の

紹介なども行うことがある。 

 服装は自由とする。白衣、ケーシー、スクラブ、普段着いずれも可。 

 コーヒーなどの飲み物可 

 ノートパソコン、携帯電話、電子辞書の持ち込みを積極的に薦める。 

 最終日に教員（角田）よりパワーポイントスライドと動画のファイルを供与するので、

USB あるいはノートパソコンを持参する 

 出席 2/3 以下は補講とする。2回欠席した場合補講。補講はアメリカ国家試験 USMLE 

Microbiology Pretest の問題及び解答を欠席１回につき５題和訳し、タイプしたもの

を提出とする。和訳の内容により合否を判定する。 




































